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(百万円未満切捨て)
１．平成28年３月期の連結業績（平成27年４月１日～平成28年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期 1,839 △38.9 △143 ― △154 ― △175 ―

27年３月期 3,010 △5.1 86 △61.2 90 △58.6 62 △66.4
(注) 包括利益 28年３月期 △183百万円( ―％) 27年３月期 76百万円(△62.7％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

28年３月期 △5.73 ― △5.9 △3.8 △7.8

27年３月期 2.04 ― 2.1 2.0 2.9
(参考) 持分法投資損益 28年３月期 0百万円 27年３月期 0百万円
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

28年３月期 3,864 2,860 74.0 93.14

27年３月期 4,283 3,074 71.8 100.11
(参考) 自己資本 28年３月期 2,860百万円 27年３月期 3,074百万円
　

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

28年３月期 130 △10 △36 1,817

27年３月期 502 △118 △396 1,750
　

　　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

27年３月期 ― 0.00 ― 1.00 1.00 30 49.0 1.0

28年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

29年３月期(予想) ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―
　

　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 2,700 46.8 120 ― 120 ― 100 ― 3.26
第２四半期連結累計期間の業績については、開示を控えております。これは、年間で業績管理を行っているため
に通期業績予想のみを開示しております。

決算短信（宝印刷） 2016年05月12日 10時24分 1ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 ―社 (社名)― 、除外 ―社 (社名)―
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年３月期 30,713,342株 27年３月期 30,713,342株

② 期末自己株式数 28年３月期 416株 27年３月期 386株

③ 期中平均株式数 28年３月期 30,712,930株 27年３月期 30,713,040株
　

　

(参考) 個別業績の概要
１．平成28年３月期の個別業績（平成27年４月１日～平成28年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期 291 △11.6 82 △30.1 85 △29.6 74 △51.4

27年３月期 330 13.0 118 53.0 122 52.3 153 42.5
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

28年３月期 2.42 ―

27年３月期 4.98 ―
　

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

28年３月期 3,436 3,059 89.0 99.62

27年３月期 3,431 3,022 88.1 98.43

(参考) 自己資本 28年３月期 3,059百万円 27年３月期 3,022百万円
　

　　

※ 監査手続の実施状況に関する表示
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融
商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了していません。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実
施の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご
利用にあたっての注意事項については、添付資料２ページ「１．経営成績・財政状態に関する分析（１）経営
成績に関する分析」をご覧下さい。
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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀による金融緩和策を背景に、企業収益や雇用・所

得環境の改善傾向が継続し、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。その一方で、個人消費の停滞が継続し

ているほか、株式市場の低迷や為替相場の急激な変動など、景気の先行きについては不透明な状況で推移いたしま

した。海外におきましては、米国において企業業績や個人消費が底堅く推移し、また、ユーロ圏の景気も緩やかに

回復傾向を示す一方、一部地域における政治情勢の混迷や、中国を始めとする新興諸国の景気減速といった下振れ

リスクも存在しており、依然として先行き不透明な状況が続きました。

このような状況の中、当社グループでは、平成26年４月にスタートさせた「16中期経営計画」に基づき、「燃焼

装置関連事業の海外展開強化」、「市場ニーズに対応した新商品の開発」、「安定配当の実現」及び「コンプライ

アンス及びコーポレート・ガバナンス重視の徹底」の４つの経営基本方針と「海外売上比率50%」、「新技術新商

品の創出」、「国内基盤固め」及び「トータル原価の削減」の４つの重点戦略を掲げて全社を挙げて取り組んでま

いりました。しかしながら、前連結会計年度から続く原油価格の急激な変動などにより、石油・天然ガス関連企業

からの受注が大幅に減少したほか、その他の企業につきましても低燃費・低環境負荷などの付加価値の高い製品へ

の設備投資計画の停滞・見直しが見られたことなどから非常に厳しい環境下での事業運営を迫られることとなりま

した。下期に入り、好調な輸出関連企業向けの大型案件を受注するなど、受注環境は回復してまいりましたが、そ

の大部分が翌期の計上となることから、売上高18億３千９百万円（前年比38.9％減）、営業損失１億４千３百万円

（前連結会計年度は営業利益８千６百万円）、経常損失１億５千４百万円（前連結会計年度は経常利益９千万

円）、親会社株主に帰属する当期純損失１億７千５百万円（前連結会計年度は親会社株主に帰属する当期純利益６

千２百万円）となっております。

セグメントごとの業績を示すと、次のとおりであります。

① 工業炉燃焼装置関連

工業炉燃焼装置関連事業につきましては、当連結会計年度での売上高は18億３千７百万円、営業損失は２億

２千５百万円となりました。

事業部門別の売上高につきましては、次のとおりとなります。

[環境装置石油化学部門]

環境装置石油化学部門におきましては、産業用各種燃焼装置、管式加熱炉、石油化学用低ＮＯｘバーナ及び各種

ガスバーナなどが主力製品となっておりますが、前連結会計年度に海外向け大型インシネレータの案件があった反

動などから、当連結会計年度における売上高は前年比73.4％減の１億７千６百万円となりました。

[工業炉部門]

工業炉部門におきましては、非鉄金属熱処理炉、一般熱処理炉、鋳造炉及び回転炉などが主力製品となってお

ります。当連結会計年度におきましては、自動車関連向け及び重工業関連向けを中心に受注があったものの、受

注が下期に集中しており、それらの多くが翌連結会計年度の売上計上となることなどから、当連結会計年度にお

ける売上高は前年比39.4％減の４億４千９百万円となりました。

[ボイラ用機器部門]

ボイラ用機器部門におきましては、ボイラ用低ＮＯｘバーナ、ボイラ用省エネルギー装置及びボイラ用パッケ

ージバーナなどが主力製品となっておりますが、案件の引き合いが少なく、非常に厳しい受注環境で推移したこ

とから、当連結会計年度における売上高は前年比6.6％減の１億８千２百万円となりました。

[工業炉用機器部門]

工業炉用機器部門におきましては、各種工業炉用バーナ及び各種工業炉用低ＮＯｘバーナなどが主力製品とな

っておりますが、前連結会計年度と比べて各種工業炉用低ＮＯｘバーナなどの受注が伸び悩んだことなどから、

当連結会計年度における売上高は前年比18.0％減の２億９千１百万円となりました。

[産業機械用機器部門]

産業機械用機器部門におきましては、各種ロータリーキルン用バーナ、各種シャフトキルン用バーナ及び熱風

発生炉などが主力製品となっておりますが、各種キルン用バーナ及び熱風発生炉の受注が低調に推移したことに

より、当連結会計年度における売上高は前年比70.7％減の８千１百万円となりました。
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[メンテナンスサービス部門]

各種燃焼設備の整備・工事等を行う、メンテナンス部門におきましては、子会社の株式会社ファーネスＥＳに

おいて受注が低調に推移したことから、当連結会計年度における売上高は前年比25.8％減の１億８千３百万円と

なりました。

[部品部門]

燃焼装置・機器の部品販売部門におきましては、当連結会計年度における売上高は前年比12.9％減の２億６千

９百万円となりました。

[ＨＲＳ部門]

ＨＲＳ部門におきましては、鉄・鋳鍛鋼産業関係蓄熱バーナシステムが、主力製品となっております。当連結

会計年度における売上高は前年比7.3%減の２億４百万円となりました。

② その他

その他の事業につきましては、各子会社からの配当収入、不動産賃貸収入、経営指導料等が収益の中心とな

っております。当連結会計年度での売上高は２億９千１百万円、営業利益は２億６千万円となりました。

（次期の見通し）

我が国経済の先行きにつきましては、政府の経済対策並びに日銀の金融緩和策を背景に、引き続き国内景気の回

復が期待される一方で、世界経済の動向などの懸念材料もあり、依然として先行き不透明な厳しい状況が続くもの

と考えられます。

このような中、当社グループは、年度計画の実現に向け、さまざまな施策を実行してまいります。以上を踏まえ、

次期の通期連結業績予想につきましては、売上高は27億円、営業利益は１億２千万円、経常利益は１億２千万円、

親会社株主に帰属する当期純利益は１億円を見込んでおります。

（２）財政状態に関する分析

① 資産、負債、純資産の状況

（資産の部）

当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末と比較して４億１千８百万円減少し38億６千４百万円となりま

した。

流動資産は前連結会計年度末と比較して３億７千６百万円減少し27億４千９百万円となりました。主な内訳とし

ては現金及び預金が７千万円の増加となったこと、受取手形及び売掛金が４億７千８百万円減少したことなどによ

ります。

固定資産は前連結会計年度末と比較して４千２百万円減少し11億１千５百万円となりました。これは、投資有価

証券が１千８百万円減少したことなどによるものです。

（負債の部）

当連結会計年度末の負債は、前連結会計年度末と比較して２億４百万円減少し10億４百万円となりました。

流動負債は前連結会計年度末と比較して１億８千１百万円減少し６億８百万円となりました。主な内訳としては

支払手形及び買掛金が２億８千万円の減少となったこと、未払消費税等が９千万円の増加したことなどによりま

す。

固定負債は前連結会計年度末と比較して２千２百万円減少し３億９千６百万円となりました。主な内訳としては

退職給付に係る負債が１千２百万円減少したことなどによります。

（純資産の部）

当連結会計年度末の純資産は、親会社株主に帰属する当期純損失の計上１億７千５百万円などにより、前連結会

計年度末と比較して２億１千４百万円減少し28億６千万円となりました。

② キャッシュ・フローの状況

当連結会計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比較して６千７百万円増加し18億１千７

百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フロー及びその主要な要因は以下のとおりです。
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（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、獲得した資金は１億３千万円（前連結会計年度は５億２百万円の獲得）となりました。これは

主として税金等調整前当期純損失１億５千２百万円、売上債権の減少額４億７千８百万円、たな卸資産の増加額４

千７百万円、仕入債務の減少額２億８千万円、前受金の増加額２千４百万円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は１千万円（前連結会計年度は１億１千８百万円の使用）となりました。これは

主として有形及び無形固定資産の取得による支出額６百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は３千６百万円（前連結会計年度は３億９千６百万円の使用）となりました。こ

れは主として、配当金の支払額３千万円等によるものであります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成24年３月期 平成25年３月期 平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期

自己資本比率 68.2 70.1 65.5 71.8 74.0

時価ベースの自己資本比率 52.3 64.8 65.1 85.3 52.4

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

142.5 67.6 △1,500.3 7.2 33.9

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

48.7 148.9 △7.7 196.1 463.1

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注１）いずれも連結ベースの財務諸表により計算しております。

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースにして計算しております。

（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としてお

ります。

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主の皆様への利益還元を充実させていくことを経営の最重要課題の一つに位置づけ、安定的な企業成

長と経営環境の変化に対応するために必要な財務基盤を構築すべく株主資本の充実を図りながら、収益動向とのバ

ランスに配慮した利益配分を行うことを基本方針としております。

当社は、会社法第459条の規定に基づき、取締役会の決議によって剰余金の配当を行うことができる旨を定めてお

ります。また、中間配当及び期末配当のほか、基準日を定めて配当を行うことができる旨を定めております。

当連結会計年度の配当につきましては１億７千５百万円の親会社株主に帰属する当期純損失の計上を余儀なくさ

れたことから、無配とさせていただきます。また、次期の配当につきましても、誠に遺憾ながら無配とさせていた

だく予定です。当社グループでは、業績の回復・収益力の向上に全社一丸となって鋭意努力致し、安定的な黒字化

を実現し、早期に復配が行えるように注力してまいります。

（４）事業等のリスク

当社グループの事業及び財政状態等に影響を及ぼす可能性のある事項には以下のようなものがあります。

① 経済情勢及び景気動向について

当社グループの中核事業は国内外の鉄鋼、自動車、産業機械、紙・パルプ、石油化学などの産業に従事する企業

に燃焼関連の設備を提供することです。これらの産業における設備需要が、総需要の減少、金利上昇などのマクロ

要因や、コストの上昇、競争激化などのミクロ要因やその他の理由によって低下した場合、当社の業績に悪影響を

及ぼす可能性があります。
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② 資材等の調達について

当社グループの製品には鉄鋼などの金属製品を用いた機械部品がコストの中で大きな要因を占めています。原油

高騰や為替相場の変動、その他の理由により仕入先においてコストが上昇した場合、当社の製品コストも上昇する

可能性があり、これが製品価格に転嫁できなければ当社の業績に悪影響を及ぼす可能性があります。

③ 製品の不具合等について

当社グループの製品は、大部分が顧客のニーズに合わせて開発・製造するものであり、また、競争上従来製品以

上の高度な仕様の製品を受注する事例が多くあります。業務においては当社グループの培った技術力と経験豊富な

人材により十分な検討と確認がなされていますが、製造の過程で、検討段階における見積額を上回るコストが発生

したり、納入後に不具合が発生した場合、当社の業績に悪影響を及ぼす可能性があります。

④ 競争について

当社グループの業務は、独自の技術に基づき熱処理に関する顧客の高度なニーズに応える製品を供給することで

成立しています。同業他社が高度な技術を開発したり、低コストの製品を供給したりすることにより、当社の業績

に悪影響を受ける可能性があります。

⑤ 知的財産権について

当社グループの技術とノウハウの一部は、特定の地域では法的規制な制約のために知的財産としての十分な保護

が受けられない場合があります。そのため、第三者が当社グループの知的財産権を使って類似品等を製造、販売す

るのを防止できない可能性があります。また、他社が類似若しくはより優れた技術を開発した場合、当社グループ

の知的財産の価値が低下する可能性があります。

⑥ 訴訟について

当社グループの国内外の活動に関して訴訟、紛争その他の法的手続きが提起される恐れがあります。当社グルー

プに対してなんらかの訴訟が提起され、当社に不利な判決が出た場合、当社の業績及び財政状態に悪影響を及ぼす

可能性があります。

⑦ 地震などの自然災害とインフラの状況について

当社グループは地震などの自然災害や火災・事故などにより、本社及び各拠点などが被害を被った場合、経営成

績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。特に現在の本社社屋は老朽化が進んでおり耐震対策を含む事

業継続計画の見直しなどを進めておりますが、想定を上回る災害が発生した場合には当社の業績に悪影響を及ぼす

可能性があります。また、電力供給などのインフラに制約があった場合、当社の業績に悪影響を及ぼす可能性があ

ります。

⑧ 為替相場の変動について

当社グループでは、連結売上高に占める海外売上高比率が増加する一方、製造コスト削減のために海外からの部

品調達についても増加傾向にあります。為替相場の大幅な変動が生じた場合には、当社グループの財政状態及び経

営成績に影響を及ぼす可能性があります。

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

　該当事項はありません。
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２．企業集団の状況

(注）株式会社リエロ・ジャパンは持分法適用関連会社です。

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

当社グループは、長年培った燃焼技術を基に、絶え間ない努力とチャレンジによって、最先端技術を社会に提

供し、地球環境保全と循環型社会の実現に貢献するとともに、株主の皆様は勿論、企業を支えるお客様や取引

先、社員、地域社会等の全てのステークホルダーの繁栄を目指して事業活動を行います。

また、当社グループはコーポレート・ガバナンスの強化並びにコンプライアンスの徹底を絶えず念頭において

経営革新を推進し、企業の発展に努力してまいります。

（２）目標とする経営指標

当社グループでは、企業価値の向上を図るため、年度計画の達成をベースとした黒字経営の維持発展に全力を

挙げる所存であります。

（３）中長期的な会社の経営戦略

当社グループは、平成26年４月に平成29年３月期（2016年度）を最終年度とする「１６中期経営計画」を策定

しスタートいたしました。「燃焼装置関連事業の海外展開強化」、「市場ニーズに対応した新商品の開発」、

「安定配当の実現」、「コンプライアンス及びコーポレート・ガバナンス重視の徹底」の４つの経営基本方針の

具現化に向け、全社を挙げて取り組んでおります。

（４）会社の対処すべき課題

当社グループが対処すべき主要な経営課題は、以下のとおりであります。

① 工業炉燃焼装置関連事業の強化

当社グループのコアビジネスである工業炉燃焼装置関連事業の強化は、当社経営基本方針の最重要課題と位置

づけており、市場ニーズに対応する新商品開発と海外市場への販売強化を推進することにより、持続的な企業価

値の向上を目指します。
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② 環境関連事業への取り組み

エネルギー効率の改善やクリーンエネルギーへの転換等、ＣＯ２削減による地球環境の保全は、企業の重要な

責務として認識しております。当社グループが長年に渡り培った技術を応用することで、企業としての可能性の

追求と循環型社会の実現への一助を目指します。

③ リスクマネジメントの強化

近年の事業環境下では、想定を上回る規模の自然災害の発生などにより事業継続計画の重要性が非常に増して

おります。当社グループでは大規模な災害が発生した場合でも、被害を最小限にとどめ、復旧までの時間を最小

限におさえて業務を継続できるよう、業務インフラ、緊急時連絡体制、本社屋をはじめとする各設備の見直しを

行い、多目的な観点から事業継続計画を作成して定期的な見直しを行ってまいります。

④ コンプライアンスに徹した透明性の高い経営

当社グループは、あらゆる法令や諸規則を遵守し、高い自己規律に基づく健全な業務運営の確保に努めており、

これらのコンプライアンスに徹した透明性の高い経営の実現により、全てのステークホルダーから信頼・評価さ

れる体制を構築してまいります。

⑤ 人材育成制度の改革

事業を遂行する上で人材は最も重要な経営資源であるとの認識のもと、人材育成制度の改革を行い、今後の当

社グループの礎となる人材の育成に注力してまいります。

（５）その他、会社の経営上重要な事項

　該当事項はありません。

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準に基づき連結財

務諸表を作成する方針であります。なお、ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の諸情勢を考

慮の上、適切に対応していく方針であります。
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５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,750,130 1,821,010

受取手形及び売掛金 1,007,439 529,328

仕掛品 121,865 186,183

原材料及び貯蔵品 170,801 153,998

繰延税金資産 36,433 26,617

その他 39,197 32,430

流動資産合計 3,125,867 2,749,568

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 501,989 502,284

減価償却累計額 △403,720 △412,742

建物及び構築物（純額） 98,269 89,541

機械装置及び運搬具 143,428 143,583

減価償却累計額 △84,685 △93,568

機械装置及び運搬具（純額） 58,743 50,015

土地 703,022 703,022

その他 157,810 156,219

減価償却累計額 △150,389 △149,266

その他（純額） 7,420 6,952

有形固定資産合計 867,455 849,531

無形固定資産

ソフトウエア 6,002 4,579

無形固定資産合計 6,002 4,579

投資その他の資産

投資有価証券 126,933 108,792

長期貸付金 5,539 5,206

繰延税金資産 921 ―

保険積立金 27,842 27,775

差入保証金 36,079 36,079

破産更生債権等 29,450 28,850

その他 121,711 118,160

貸倒引当金 △64,337 △63,737

投資その他の資産合計 284,140 261,125

固定資産合計 1,157,598 1,115,237

資産合計 4,283,466 3,864,806
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 510,723 230,607

短期借入金 16,300 10,400

未払法人税等 12,929 8,163

未払消費税等 12,402 102,500

賞与引当金 41,341 37,692

完成工事補償引当金 ― 1,062

前受金 41,574 65,943

その他 154,514 151,866

流動負債合計 789,785 608,236

固定負債

繰延税金負債 447 1,309

再評価に係る繰延税金負債 207,598 196,601

役員退職慰労引当金 20,583 20,583

退職給付に係る負債 189,036 176,310

長期預り金 1,235 1,235

固定負債合計 418,901 396,040

負債合計 1,208,686 1,004,276

純資産の部

株主資本

資本金 2,131,532 2,131,532

資本剰余金 40,280 40,280

利益剰余金 454,169 247,475

自己株式 △206 △210

株主資本合計 2,625,775 2,419,077

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 13,484 △5,064

土地再評価差額金 435,519 446,516

その他の包括利益累計額合計 449,004 441,452

純資産合計 3,074,779 2,860,529

負債純資産合計 4,283,466 3,864,806
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

売上高 3,010,433 1,839,799

売上原価 2,281,904 1,371,325

売上総利益 728,529 468,473

販売費及び一般管理費 642,108 611,648

営業利益又は営業損失（△） 86,421 △143,174

営業外収益

受取利息 399 393

受取配当金 2,822 2,410

仕入割引 1,681 932

持分法による投資利益 81 87

貸倒引当金戻入額 600 600

その他 1,323 1,095

営業外収益合計 6,909 5,519

営業外費用

支払利息 2,500 265

手形売却損 60 17

為替差損 493 16,969

その他 152 23

営業外費用合計 3,205 17,276

経常利益又は経常損失（△） 90,124 △154,931

特別利益

固定資産売却益 369 ―

保険解約益 1,375 1,956

特別利益合計 1,744 1,956

特別損失

固定資産除却損 60 0

特別損失合計 60 0

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当
期純損失（△）

91,808 △152,974

法人税、住民税及び事業税 29,017 7,760

法人税等調整額 96 15,245

法人税等合計 29,113 23,005

当期純利益又は当期純損失（△） 62,694 △175,980

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社
株主に帰属する当期純損失（△）

62,694 △175,980
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） 62,694 △175,980

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △7,817 △18,549

土地再評価差額金 21,222 10,997

その他の包括利益合計 13,405 △7,551

包括利益 76,100 △183,532

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 76,100 △183,532

非支配株主に係る包括利益 ― ―
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,131,532 40,280 422,187 △195 2,593,804

当期変動額

剰余金の配当 △30,713 △30,713

親会社株主に帰属する

当期純利益
62,694 62,694

自己株式の取得 △11 △11

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― 31,981 △11 31,970

当期末残高 2,131,532 40,280 454,169 △206 2,625,775

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金
土地再評価差額金

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 21,302 414,296 435,598 3,029,403

当期変動額

剰余金の配当 △30,713

親会社株主に帰属する

当期純利益
62,694

自己株式の取得 △11

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△7,817 21,222 13,405 13,405

当期変動額合計 △7,817 21,222 13,405 45,375

当期末残高 13,484 435,519 449,004 3,074,779
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当連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,131,532 40,280 454,169 △206 2,625,775

当期変動額

剰余金の配当 △30,712 △30,712

親会社株主に帰属する

当期純損失（△）
△175,980 △175,980

自己株式の取得 △3 △3

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― △206,693 △3 △206,697

当期末残高 2,131,532 40,280 247,475 △210 2,419,077

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金
土地再評価差額金

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 13,484 435,519 449,004 3,074,779

当期変動額

剰余金の配当 △30,712

親会社株主に帰属する

当期純損失（△）
△175,980

自己株式の取得 △3

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△18,549 10,997 △7,551 △7,551

当期変動額合計 △18,549 10,997 △7,551 △214,249

当期末残高 △5,064 446,516 441,452 2,860,529
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前
当期純損失（△）

91,808 △152,974

減価償却費 29,347 25,446

貸倒引当金の増減額（△は減少） △600 △600

賞与引当金の増減額（△は減少） △22,473 △3,648

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △13,167 △12,725

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 999 ―

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △2,561 1,062

受取利息及び受取配当金 △3,222 △2,804

支払利息 2,500 265

為替差損益（△は益） 3,782 16,944

持分法による投資損益（△は益） △81 △87

固定資産売却損益（△は益） △369 ―

固定資産除却損 60 0

保険解約損益（△は益） △1,375 △1,956

売上債権の増減額（△は増加） 437,996 478,110

たな卸資産の増減額（△は増加） 6,238 △47,515

仕入債務の増減額（△は減少） △91,219 △280,116

前受金の増減額（△は減少） 34,060 24,369

その他 80,756 98,942

小計 552,481 142,711

利息及び配当金の受取額 3,227 2,804

利息の支払額 △5,885 △261

法人税等の支払額 △47,732 △20,266

法人税等の還付額 ― 5,899

営業活動によるキャッシュ・フロー 502,091 130,887

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △107,006 △2,424

有形及び無形固定資産の取得による支出 △9,696 △6,799

有形及び無形固定資産の売却による収入 411 ―

投資有価証券の取得による支出 △4,213 △3,966

貸付金の回収による収入 359 333

保険積立金の解約による収入 3,115 4,315

その他 △1,521 △1,609

投資活動によるキャッシュ・フロー △118,550 △10,151

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △365,893 △5,900

自己株式の取得による支出 △11 △3

配当金の支払額 △30,713 △30,712

財務活動によるキャッシュ・フロー △396,617 △36,616

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,160 △16,944

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △14,236 67,174

現金及び現金同等物の期首残高 1,764,367 1,750,130

現金及び現金同等物の期末残高 1,750,130 1,817,305
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１．連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の数

2社

(2) 連結子会社の名称

日本ファーネス株式会社

株式会社ファーネスＥＳ

２．持分法の適用に関する事項

(1) 持分法を適用した関連会社数

1社

(2) 会社等の名称

株式会社リエロ・ジャパン

(3) 持分法の適用の手続について特に記載する必要があると認められる事項

持分法を適用している会社のうち、決算日が異なる会社については、当該会社の事業年度に係る財務諸表を使

用しております。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

４．会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移

動平均法により算定）

時価のないもの

移動平均法による原価法

② たな卸資産

評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）

ａ 原材料及び貯蔵品

移動平均法による原価法

ｂ 仕掛品

個別法による原価法

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法を採用しております。ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備は除く）につい

ては、定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物 ３～50年

機械装置及び運搬具 ２～14年

その他 ３～20年
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② 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。なお、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における利用可能期間

（５年）に基づく定額法を採用しております。

③ リース資産

所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

(3) 重要な繰延資産の処理方法

株式交付費

支出時に全額費用処理しております。

(4) 重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金

売上債権、貸付金等の債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸

念債権及び破産更生債権等については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金

従業員に対して支給する賞与に充てるため、支給見込額に基づき当連結会計年度に見合う分を計上しておりま

す。

③ 完成工事補償引当金

完成工事の補償損失に備えるため、将来の発生が予想される補償損失額を各案件別に見積り計上しております。

④ 工事損失引当金

受注工事の損失に備えるため、手持工事のうち、損失の発生の可能性が高く、かつ、その金額を合理的に見積

もることができる工事について、当該見積額を計上しております。

⑤ 役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金規程に基づく期末要支給額を計上しております。なお、

一部の連結子会社は役員退職慰労金制度を廃止しておりますが、制度廃止までの在任期間に対応する退職慰労金

相当額を計上しております。

　(5) 退職給付に係る会計処理の方法

退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算は、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方

法を用いた簡便法を適用しております。

(6) 重要な収益及び費用の計上基準

完成工事高の収益計上基準

当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準を適用し、そ

の他の工事契約については工事完成基準を適用しております。なお、工事進行基準を適用する工事の当連結会計年

度末における進捗率の見積りは、原価比例法によっております。

　(7) 重要なヘッジ会計の方法

① ヘッジ会計の方法

原則として繰延ヘッジ処理によっております。なお、振当処理の要件を満たしている為替予約及び金利スワッ

プについては振当処理によっており、特例処理の要件を満たしている金利スワップについては、特例処理によっ

ております。

② ヘッジ方針

デリバティブ取引に関する権限規定及び取引限度額等を定めた内部規定に基づき、ヘッジ対象に係る為替相場

変動リスクを一定の範囲内でヘッジしております。

③ ヘッジ有効性評価の方法

ヘッジ対象のキャッシュ・フロー変動の累計又は相場変動とヘッジ手段のキャッシュ・フロー変動の累計又は

相場変動を半期ごとに比較し、両者の変動額等を基礎にして、ヘッジ有効性を評価しております。ただし、特例

処理によっている金利スワップについては、有効性の評価を省略しております。
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(8) のれんの償却方法及び償却期間

５年間で均等償却しております。

(9) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負

わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期的な投資からなっております。

(10) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

① 消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

② 連結納税制度の適用

連結納税制度を適用しております。

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。）、及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号

平成25年９月13日。）等を当連結会計年度から適用し、当期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主

持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前連結会計年度については連結財務諸

表の組替えを行っております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、各種燃焼装置を製造・販売しており主な製品群としては「バーナ等の燃焼機器部品」、「各種

プラント燃焼装置」に区分されます。製品の製造方法・過程等が概ね類似していることから「工業炉燃焼装置関

連」として集約し、また一部当社で不動産の賃貸等を行っており「その他」としております。なお、前連結会計年

度のセグメント区分から変更はありません。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と概ね同一であります。報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内

部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額
(注)２

工業炉燃焼装置
関連

その他 計

売上高

外部顧客への売上高 3,008,633 1,800 3,010,433 ― 3,010,433

セグメント間の内部
売上高又は振替高 ― 328,296 328,296 △328,296 ―

計 3,008,633 330,096 3,338,730 △328,296 3,010,433

セグメント利益 6,828 297,307 304,136 △217,714 86,421

セグメント資産 2,687,810 ― 2,687,810 1,595,655 4,283,466

その他の項目

減価償却費 21,360 ― 21,360 7,986 29,347

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額 7,994 ― 7,994 2,422 10,416

（注） １. 調整額は以下のとおりであります。

（１）セグメント利益の調整額△217,714千円には、セグメント間取引消去△39,096千円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△178,618千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

（２）セグメント資産の調整額1,595,655千円は各報告セグメントに配分していない全社資産1,595,655千

円であります。全社資産は、主に親会社の余資運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有

価証券）及び管理部門に係る資産等であります。

（３）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、当社の建物付属設備購入額であります。

２. セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額
(注)２

工業炉燃焼装置
関連

その他 計

売上高

外部顧客への売上高 1,837,999 1,800 1,839,799 ― 1,839,799

セグメント間の内部
売上高又は振替高 ― 289,938 289,938 △289,938 ―

計 1,837,999 291,738 2,129,737 △289,938 1,839,799

セグメント利益又は損失(△) △225,412 260,202 34,789 △177,964 △143,174

セグメント資産 2,163,862 ― 2,163,862 1,700,943 3,864,806

その他の項目

減価償却費 18,516 ― 18,516 6,930 25,446

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額 4,755 ― 4,755 1,344 6,099

（注） １. 調整額は以下のとおりであります。

（１）セグメント利益又は損失(△)の調整額△177,964千円には、セグメント間取引消去△738千円、各報

告セグメントに配分していない全社費用△177,225千円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（２）セグメント資産の調整額1,700,943千円は各報告セグメントに配分していない全社資産1,700,943千

円であります。全社資産は、主に親会社の余資運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有

価証券）及び管理部門に係る資産等であります。

（３）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、当社の情報通信機器購入額であります。

２. セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

【関連情報】

前連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

日揮株式会社 438,072 工業炉燃焼装置関連
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当連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありませ

ん。

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

１株当たり純資産額 100.11円 93.14円

１株当たり当期純利益金額
又は当期純損失金額(△)

2.04円 △5.73円

(注) １. 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２. １株当たり当期純利益金額又は当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

１株当たり当期純利益金額又は当期純損失金額

親会社株主に帰属する当期純利益
又は当期純損失(△)(千円)

62,694 △175,980

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
又は当期純損失金額(△)(千円)

62,694 △175,980

普通株式の期中平均株式数(株) 30,713,040 30,712,930

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり当
期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式の概要

―

　

３. １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当連結会計年度

(平成28年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 3,074,779 2,860,529

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 3,074,779 2,860,529

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(株)

30,712,956 30,712,926
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

(開示の省略)

連結貸借対照表関係、連結損益計算書関係、連結包括利益計算書関係、連結株主資本等変動計算書関係、連結キ

ャッシュ・フロー計算書関係、金融商品関係、有価証券関係、退職給付関係、税効果会計関係、関連当事者情報に

関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略しておりま

す。
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